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5588 億億 62062000 万万
対前年度比 0.3％対前年度比 0.3％増増

前年比増減
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

前年比増減
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

００.８５０,０００繰越金

そ
の
他

△２４２,６６２７１.０４,１５９,２４０町税※

△２,００００.５３０,０００自動車取得税交付金３７０,０００６.７３９４,３００町債

００.３１５,０００地方交付税△５３,９８８４.３２５２,８５７県支出金

１,９６６０.１７,９６７地方特例交付金５７,３７２４.０２３５,４２７国庫支出金

００.１６,０００ゴルフ場利用税交付金△１５,３１９３.２１８６,９３５諸収入

００.１４,０００利子割交付金△１５,３１６２.７１５９,４６４財産収入

００.０１,５００交通安全対策特別交付金０１.９１１０,０００地方消費税交付金

４９９０.０５００寄附金０１.２７０,０００地方譲与税

００.０１配当割交付金△６８,３２１1.1６４,８８４繰入金

００.０１株式等譲渡所得割交付金３,６５７１.０５７,４００分担金及び負担金

１７,０００１００.０５,８６２,０００計△１８,８８８１.０５６,５２４使用料及び手数料

町税�４１億５９２４万円
国庫支出金�２億３５４２万７千円

諸収入�１億８６９３万５千円

その他�１億１４９６万９千円

分担金及び負担金�５７４０万円

県支出金�２億５２８５万７千円

地方譲与税�７０００万円
使用料及び手数料�５６５２万４千円

財産収入�１億５９４６万４千円
繰入金�６４８８万４千円

地方消費税交付金�１億１０００万円

前年比増減
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

※町税の内訳

△１５０,５２２８０.７３,３５４,５０４固定資産税

△８３,５８３１４.８６１６,２９１町民税

△４,８４３２.３９５,２０８入湯税

△４,２７２１.８７５,７７０町たばこ税

６５８０.４１６,７６７軽自動車税

△１０００.０７００都市計画税

△２４２,６６２１００.０４,１５９,２４０計

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
平
成　

年
度

２１

当
初
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
町
の

行
政
運
営
の
基
本
と
な
る
一
般
会
計
当
初

予
算
は　

億
６
２
０
０
万
円
で
、
前
年
度

５８

　

億
４
５
０
０
万
円
と
比
べ
１
７
０
０
万

５８円
、　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
湯

０．３

沢
町
の
全
て
の
会
計（
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
企
業
会
計
）を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は

　

億
８
１
１
９
万
３
千
円
で
、
前
年
度　

９６

９６

億
２
３
３
万
円
と
比
べ
７
８
８
６
万
３
千

円
、　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

０．８

歳歳入入

町債�３億９４３０万円

�
平
成　

年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

２１

平
成　

年
度
予
算
は
、
固
定
資
産
税
の
３
年
に
１
度
の
価
格

２１

の
見
直
し
（
評
価
替
）
に
加
え
、
昨
年
末
か
ら
発
生
し
た
世
界
同

時
不
況
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
大
幅
な
町
税
収
入
等
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
現
行
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
と
必
要
最
低
限
の
新
規
・
投
資
的
事
業
の
確
保
を
目

指
し
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
が
、
収
入
の
減
少
が
大
き
く
、
老

朽
化
し
た
施
設
の
改
築
や
道
路
整
備
な
ど
の
建
設
費
に
回
す
お

金
は
、借
金
を
し
て
補
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
結
果
、

町
債
（
新
規
借
入
金
）
の
予
算
額
は
、
３
億
９
４
３
０
万
円
と
、

前
年
度
２
４
３
０
万
円
に
対
し
３
億
７
０
０
０
万
円
の
大
幅
な

増
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、中
学
校
建
設
や
南
魚
沼
市
消
防
本
部

庁
舎
改
築
な
ど
の
大
規
模
な
投
資
事
業
も
控
え
て
お
り
、
ま
た

町
有
施
設
の
老
朽

化
に
よ
る
修
繕
費

の
増
加
も
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
収
入
は
益
々
減

少
し
て
い
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
財
政
を
圧

迫
し
て
い
る
要
因

を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

精
査
し
、
事
務
事
業

の
見
直
し
を
進
め
、

財
政
の
健
全
性
の

維
持
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

一

般

会

計

平成 21 年平成 21 年度度
一一般会計予般会計予算算
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前年比増減
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

９３,５３８２５.２１,４７６,１１８土木費

△１１,９８８２５.１１,４７０,９１０総務費

△２５,２６７１２.０７０５,３６１民生費

△１４,４９６１１.７６８６,４０６衛生費

△１０６,０４６８.０４６５,６０５教育費

１６,０２３６.５３８２,６３５消防費

４１,０８８４.５２６０,２３４商工費

△３３,７４０２.４１４０,５２９公債費

△１３,７１２１.７９９,６２０農林水産業費

７２,３０９１.４８２,６６１労働費

そ
の
他

△７０２０.９５４,３０７議会費

００.４２５,０００予備費

△７０.２１２,６１３災害復旧費

００.０１諸支出金

１７,０００１００.０５,８６２,０００計

民生費�７億５３６万１千円

土木費�１４億７６１１万８千円

衛生費�６億８６４０万６千円

教育費�４億６５６０万５千円

農林水産業費�９９６２万円

公債費�１億４０５２万９千円

消防費�３億８２６３万５千円

商工費�２億６０２３万４千円
その他�１億７４５８万２千円

総務費�１４億７０９１万円

９０

５０

８０

７０

６０

H１１ H１２ H１３ H１４ H１５ H１６ H１７ H １８ H １９

（億円）

一般会計当初予算額の推移

７９.５

７２.１７３.９
７５.５

６６.５６６.０
６３.１

６０.１６０.６

H ２０

５８.４

H ２ １

５８.６

歳歳出出

�
歳
入
の
前
年
度
比
較
と

増
減
の
ポ
イ
ン
ト

�
町
税
（
減
少
）

固
定
資
産
税
の
評
価
替
（
家
屋
・

土
地
に
係
る
３
年
に
１
度
の
価
格

の
見
直
し
）
や
償
却
資
産
の
減
価
に

よ
る
収
入
の
減
少
に
加
え
、
不
況
の

影
響
に
よ
る
町
民
税
な
ど
の
減
少

も
見
込
み
、
前
年
度
よ
り
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
２
億
４
２
６
６
万
２

千
円
減
）

�
町
債
（
増
加
）

大
規
模
建
設
事
業
に
必
要
な
資

金
等
に
つ
い
て
は
町
債
（
＝
借
金
）

に
よ
る
資
金
調
達
を
行
う
こ
と
と

し
た
た
め
、
前
年
度
か
ら
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。（
左
下
表
参
照
）

（
前
年
度
比
３
億
７
０
０
０
万
円
増
）

�
国
庫
支
出
金
（
増
加
）

道
路
の
歩
道
段
差
解
消
等
の
整

備
を
行
う
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業
や
、
老
朽
化
し
た
除
雪
車
の
更

新
事
業
な
ど
に
対
す
る
国
か
ら
の

補
助
金
が
増
加
し
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
５
７
３
７
万
２
千
円
増
）

�
県
支
出
金
（
減
少
）

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季
大
会

実
施
に
伴
う
県
か
ら
の
補
助
金
が

事
業
完
了
に
よ
り
皆
減
と
な
っ
た

こ
と
や
、
個
人
県
民
税
の
徴
収
事
務

委
託
金
が
減
額
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
減
少
し
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
５
３
９
８
万
８
千
円
減
）

�
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
（
減
少
）

体
験
工
房
大
源
太
の
管
理
運
営

業
務
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
た
こ
と
や
、
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
体
育
館
の
取
り
壊
し
を
決

定
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
使
用
料

収
入
が
減
少
し
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
１
８
８
８
万
８
千
円
減
）

借入予定額起　債　の　目　的

４７,９００斎場改築事業（南魚沼市への委託事業）

４２,７００旧焼却炉解体及びストックヤード整備事業（同上）

２０,７００中央公園整備事業

３３,０００主水奈良山線道路改良事業

２５０,０００臨時財政対策債

●平成２１年度　町債予定事業　　　　　　　　　　　　単位：千円
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　　　予算額平成２１年度一般会計　新規事業等の一覧　　　予算額平成２１年度一般会計　新規事業等の一覧

産業観光課総務課
７２０万円大源太キャンプ場整備６０３万７千円統合型GIS サーバー再構築事業
１０００万円共同浴場修繕８７５万３千円庁用車購入
４０００万円信用保証料補給金（拡充）１０００万円孤立集落対策用防災行政無線整備
１０００万円湯沢インター出入口看板修繕１００万円避難誘導看板設置・改修
７５００万円青少年体育センター取壊事業８０万円自主防災組織補助金

地域整備課６０万円災害緊急対策用備品
６００万円橋梁長寿命化修繕計画事前点検５０万円総合防災訓練
３００万円消雪パイプリフレッシュ事業町民課
３３００万円除雪機械購入１４０万１千円公的個人認証サービス用機器更改

２億２１２０万円道路等改良事業１０５万円ストックヤード舗装
９８２０万円公園等整備事業健康福祉課

教育課３３４万８千円妊婦健康診査助成（拡充）
４９６万１千円ALT の配置（１名増員）６３０万円子ども医療費助成事業（拡充）
６５０万円湯沢・土樽小学校PCルーム整備１００万円不妊治療費の助成
２５１０万円給食センター設備改修税務課
１７２０万円公民館設備他改修８００万円固定資産税評価替経費

４９８万２千円徴収嘱託員（２名増員）

� 歳出を性質別に見ると、自由に使えるお金は半分以下であることが分かります
歳出の予算を、その性質別に分類したのが下のグラフです。全体のうち、「職員人件費」「公債費」「南魚沼市委託

料」といった義務的経費と、独立採算が原則の特別会計や企業会計といった他会計への繰出金を除いた額が、各種事
業等に自由に使えるお金となります。グラフより、予算のうち自由に使えるお金が半分以下であることが分かります。

職員人件費�１８.９％
退職者数に対し新規採用を抑制することにより人件費の削減を行って
います。

公債費�２.４％
借入金の償還が進み年々減少していますが、今後収入が減少する
中で、建設事業に必要な資金を町債で補っていくと、割合が増して
くることが見込まれます。

南魚沼市委託料�１２.９％
消防やごみ処理業務などを南魚沼市へ委託しています。

他会計補助金・繰出金�１８.０％
毎年多額のお金を、一般会計から他の会計へ支出しています。

� �������������������������������������������������������������������������������������������

新規事業等
１１.５％

その他経その他経費費
３６.３３６.３％％

�自由に使えるお金は半分以下

　
�
歳
出
の
前
年
度
比
較
と

増
減
の
ポ
イ
ン
ト

�
議
会
費
（
減
少
）

議
員
視
察
研
修
費
等
が
減
少
し

ま
し
た
。

（
前
年
度
比　

万
２
千
円
減
）

７０

�
総
務
費
（
減
少
）

職
員
数
減
に
よ
る
人
件
費
と
、
固

定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
要
す
る

経
費
等
が
減
少
し
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
１
１
９
８
万
８
千
円
減
）

�
民
生
費
（
減
少
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
老
人

保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
や
、
福

祉
施
設
の
建
設
費
償
還
金
に
対
す

る
補
助
金
な
ど
が
減
少
し
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
２
５
２
６
万
７
千
円
減
）

�
衛
生
費
（
減
少
）

病
院
の
電
子
カ
ル
テ
導
入
に
対

す
る
補
助
金
が
事
業
完
了
に
よ
り

減
少
し
た
こ
と
や
、
水
道
事
業
会
計

に
対
す
る
補
助
金
な
ど
が
減
少
し

ま
し
た
。

（
前
年
度
比
１
４
４
９
万
６
千
円
減
）

�
労
働
費
（
増
加
）

青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
の
取
壊

し
費
用
を
計
上
し
た
こ
と
に
よ
り

増
加
し
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
７
２
３
０
万
９
千
円
増
）

�
農
林
水
産
業
費
（
減
少
）

体
験
工
房
大
源
太
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
よ
り
、
そ
の
管
理
運

営
に
か
か
る
経
費
な
ど
が
減
少
し

ま
し
た
。

（
前
年
度
比
１
３
７
１
万
２
千
円
減
）

�
商
工
費
（
増
加
）

湯
沢
イ
ン
タ
ー
出
入
口
看
板
修

繕
工
事
費
や
、
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
貸
付
金
の
信
用
保
証
料
補
給
金

が
増
え
た
こ
と
な
ど
で
増
と
な
り

ま
し
た
。

（
前
年
度
比
４
１
０
８
万
８
千
円
増
）

�
土
木
費
（
増
加
）

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
購
入
、
主

水
奈
良
山
線
道
路
改
良
（
段
差
解

消
）
事
業
に
要
す
る
経
費
が
増
え
た

こ
と
な
ど
で
増
と
な
り
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
９
３
５
３
万
８
千
円
増
）

�
消
防
費
（
増
加
）

消
防
業
務
に
か
か
る
南
魚
沼
市

へ
の
委
託
料
が
増
え
た
こ
と
な
ど

で
増
と
な
り
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
１
６
０
２
万
３
千
円
増
）

�
教
育
費
（
減
少
）

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季
大
会

が
昨
年
度
で
終
了
し
た
こ
と
な
ど

で
減
少
し
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
１
億
６
０
４
万
６
千
円
減
）

�� ���

� ����
自由に使える
お金 義務的経費
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企

業

会

計

前年比（％）予算額（千円）会計名

１０.３１,０８５,０００国民健康保険

△７９.２１２,７１０老人保健

△２２.９７３,７６３後期高齢者医療

７.９６９７,７７０介護保険

５.７１,０９１,５９０下水道

前年比（％）予算額（千円）会計名

△３.８３８８,８８０収益的収入

水道事業
１.０３８４,２１５収益的支出

△９１.７２,７０１資本的収入

△１５.２１７７,９８３資本的支出

△１３.５１１０,２７９収益的収入

病院事業
△５.８１７６,５８０収益的支出

０.２１１０,０８２資本的収入

△２５.２１１９,５８２資本的支出

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
そ
の

事
業
の
収
入
を
支
出
に
充
て
、
一
般

会
計
と
区
別
し
て
経
理
す
る
会
計

で
す
。平
成　

年
度
の
特
別
会
計
は
、

２１

次
の
５
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

● 
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
が
収
入

の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。支
出
で
は
、

医
療
費
の
ほ
か
、　

歳
か
ら　

歳
の

４０

７４

被
保
険
者
を
対
象
と
し
た
特
定
健

康
診
査
と
特
定
保
健
指
導
の
た
め

の
経
費
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
実
施
に
と
も
な
う
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
産
育
児
一

時
金
や
人
間
ド
ッ
ク
に
対
す
る
助

成
金
等
の
予
算
も
計
上
し
て
い
ま

す
。

● 
老
人
保
健
特
別
会
計

医
療
制
度
の
改
革
に
よ
り
、
昨
年

度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
さ
れ
、
老
人
保
健
特
別
会
計
で

は
、
過
年
度
に
支
払
わ
れ
た
医
療
費

の
精
算
の
た
め
の
予
算
の
み
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
前

年
度
と
比
較
し
て
大
幅
な
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

● 
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
老
人
保
健
制
度
が
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
さ
れ
た
こ
と

で
昨
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
会
計

で
す
。
高
齢
者
の
た
め
の
適
切
な
医

療
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

　

歳
以
上
の
人
が
医
療
給
付
の
対

７５象
（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
人
は　
６５

歳
か
ら　

歳
未
満
も
対
象
）
と
な
り

７５

ま
す
。
収
入
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
収

め
て
い
た
だ
く
保
険
料
や
制
度
を

安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
等
を
、
支
出
で

は
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
保
険
料
等
を
新
潟
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
へ
支
払
う
納
付

金
や
徴
収
に
係
る
経
費
等
を
予
算

計
上
し
て
い
ま
す
。

● 
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要

な
高
齢
者
を
社
会
全
体
で
支
え
る

制
度
で
す
。
収
入
で
は
、
介
護
給
付

費
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
の
負
担
金

や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
皆
さ

ん
か
ら
収
め
て
い
た
だ
く
介
護
保

険
料
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
支
出

で
は
、
介
護
が
必
要
な
人
へ
の
保
険

給
付
費
を
は
じ
め
、
温
水
健
康
体
操

教
室
な
ど
の
介
護
予
防
事
業
を
行

う
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
高
齢
化
が
進
み
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
ま
す
ま
す
増

加
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
健
全
財
政
を
維
持
し
、
制
度

の
安
定
的
な
継
続
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

● 
下
水
道
特
別
会
計

水
質
保
全
と
健
康
で
快
適
な
生

活
環
境
の
確
保
の
た
め
の
下
水
道

整
備
等
に
係
る
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。昨
年
度
ま
で
の
２
ヵ
年
で
、

老
朽
化
が
進
む
湯
沢
・
浅
貝
浄
化
セ

ン
タ
ー
を
再
構
築
す
る
た
め
の
計

画
策
定
と
実
施
設
計
を
行
い
、
今
後

　

年
間
、
約　

億
円
で
大
規
模
改
修

１０

１７

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
初
年
度
で
あ
る
今
年
度
は
、
そ

の
た
め
の
費
用
を
１
億
５
２
０
０

万
円
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。
下

水
道
特
別
会
計
は
、
今
ま
で
多
額
な

設
備
投
資
を
行
っ
て
き
た
た
め
、
借

入
金
の
残
高
が
多
く
、
そ
の
返
済
の

ほ
と
ん
ど
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
に
頼
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
一
般
会
計
の
財
政
状

況
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
大
規
模
改

修
事
業
を
抱
え
る
下
水
道
事
業
の

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
に

も
、
普
及
率
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、
受
益
者
負
担
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
独
立

採
算
の
会
計
で
、
経
費
は
税
金
で
は

無
く
そ
れ
ぞ
れ
の
収
益
で
賄
わ
れ

ま
す
。

● 
水
道
事
業
会
計

水
道
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
修

繕
を
要
す
る
所
が
多
く
な
っ
て
く

る
一
方
で
、
有
収
水
量
（
料
金
徴
収

の
基
礎
と
な
っ
た
水
量
）
が
減
少
す

る
に
と
も
な
い
、
料
金
収
入
が
昨
年

度
よ
り
約
１
千
万
円
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
も
、
効

率
的
な
事
業
の
推
進
を
図
り
、
健
全

な
運
営
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
安

全
で
安
定
し
た
水
の
供
給
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

● 
病
院
事
業
会
計

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
診
療
収

入
等
を
病
院
事
業
会
計
で
受
け
て

か
ら
社
団
法
人  
地
域
医
療
振
興
協

会
に
診
療
報
酬
と
し
て
交
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
利
用
料

金
制
に
移
行
し
、
診
療
収
入
等
は
直

接
、
社
団
法
人  
地
域
医
療
振
興
協

会
が
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、予
算
の
規
模
は
縮
小
し
、

収
益
的
収
入
に
は
一
般
会
計
か
ら

の
補
助
金
が
、
収
益
的
支
出
に
は
人

件
費
や
修
繕
費
、
社
団
法
人  
地
域

医
療
振
興
協
会
へ
の
交
付
金
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
本
的
支

出
で
は
、大
腸
内
視
鏡
購
入
費
な
ど
、

医
療
機
器
の
更
新
に
と
も
な
う
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

特

別

会

計


